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　沖縄の特性を積極的に生かしつつ、自立的発展の基礎条件を整備し、豊かな地域社会を形成するとともに、我
が国ひいてはアジア・太平洋地域の社会経済及び文化の発展に寄与する特色ある地域として整備を図り、平和で
安らぎと活力のある沖縄県を実現することを目標としています。

（平成14年度～23年度）

選
択
と
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中

…………（計画の目標）

…………（基本的姿勢）
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平和で安らぎと活力のある沖縄県

1.沖縄振興計画

2.沖縄振興のための計画体系

施策・事業の
展開

社会資本整備
の基本方針

産業振興を支援する
社会資本整備

環境と調和した
社会資本の整備

持続的発展を支える
基盤づくり
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分 野 別 計 画
計画期間（平成20年〜平成23年：4年）

沖 縄 振 興 計 画
計画期間（平成14年〜平成23年：10年）

国の同意 県独自
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沖縄振興計画（平成14年度～23年度）

道路の計画沖縄県の道路 道路の計画沖縄県の道路

沖縄振興計画

沖縄県社会資本整備計画
沖縄県広域道路整備基本計画
都市計画区域マスタープラン

道路の整備に関するプログラム
渋滞対策プログラム

都市圏交通円滑化総合計画

沖縄県総合交通体系基本計画

陸上交通（施策の方向）

施策の展開

国際性・拠点性を高め、新たな活力を生み出し、地域の魅力を支えるとともに、環境負荷が少なく快適で安全に暮らせる交通体系を
確立します。

○空港・港湾へのアクセス道路、市町村間を結ぶ道路、離島架橋など県内外との連携・交流を支える道路整備を推進します。
○都市部において、放射道路や環状道路等の体系的な道路網の整備を推進するとともに、沖縄都市モノレールの整備及び交通結節
点の整備等を推進します。

○交通需要マネジメント等のハード・ソフト施策の連携により総合的な交通渋滞対策を推進します。
○電線類地中化、バリアフリー化、ITSの活用、環境負荷の軽減等を進めるとともに、周辺地域の景観に配慮した歩行者空間の整備を
図ります。

資料：※1印の指標は「沖縄における道路行政の達成度報告書/業績計画書」による主なアウトカム指標

        ※2印の指標は「平成20年度施策評価」による指標

第3次沖縄県社会資本整備計画（平成20年度～23年度）

①那覇空港や那覇港などの空港・港湾へのアクセス道路整備と物流の効率化を図る幹線道路の整備。
②北・中・南部圏内の各中核都市（名護・沖縄・那覇）の拠点性向上を支援するアクセス道路の整備。
③市町村間を結ぶ道路整備を行うと共に離島架橋など離島間の地域振興を促す道路整備。

連携・交流を支える道づくりビジョン1

①分かりやすい骨格となる道路網を形成し、都市内の通過交通を削減するためのバイパスや環状道路の整備。
②渋滞の緩和を図るため、右折レーンの設置など既存ストックを活用して余裕ある車線確保や交差点の改良整備。
③沖縄都市モノレールやバスを利用したパークアンドライドなどのＴＤＭ施策やＩＴＳの導入の検討。

都市交通の円滑化を図る道づくりビジョン2

①観光客のアクセス性の向上を図るため、空港・港湾や観光地までの分かりやすい案内表記。
②亜熱帯を感じることができる道路植栽と沿道の環境に配慮したアメニティ空間の創出。
③自然環境への変化を最小限にとどめるなど沿道の動植物に配慮した道路整備。
④騒音などの沿道環境負荷を軽減する道路整備。

観光への支援と環境に配慮した道づくりビジョン3

①交通弱者も安心して利用できる歩行空間のバリアフリー化や幅広歩道など歩行者や自転車
に優しい道路整備。

②強風や豪雨・自然災害時に安全に移動できる道路空間の確保。
③離島・過疎地域における医療福祉などの日常生活や地域振興を支援する道路整備。
④事故の多発箇所における交通事故の減少を目指した道路整備。

安心で安全なくらしを支える道づくりビジョン4

①街や地方などの地域の活性化に資する道路整備。
②既存の道路空間を有効に活用したコミュニティ道路などたまり空間の整備。
③住宅地を中心とした既存市街地の秩序ある整備と、周辺と一体となった米軍基地跡地の市
街地形成を支援する道路整備。

④電線類地中化などにより道路の無電中化を図り、快適な道路空間を確保。

個性豊かな地域の創出を支える道づくりビジョン5

①各種交通に関する情報システムの整備に向けた取り組み。

地域ITSの取り組みについての検討ビジョン6
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生活の中心となる都市までの30分以内安定到達率※1

道路渋滞による損失時間（県道以上）※1

　　　　〃　　　　（渋滞モニタリング区間）※1

道路交通における死傷事故率※1

県管理国道・県道の改良延長※2

市街地1㎢当たりの街路整備延長※2

モノレール利用客数※2

道路の歩道整備延長※2
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本　線

アクセス機能
（土地や建物への出入サービス）

防災空間機能
（火災延焼防止スペース
　災害時の避難路）

生活環境保全機能
（快適な歩行空間、街並、
　にぎわいを演出）

土地利用誘導機能
（計画的市街地の形成、
　地域開発の誘導）

公共施設の収容機能
（電気・ガス・上下水道・通信
　さらに地下鉄・地下街の収容）

トラフィック機能
（自動車、自転車の通行サービス）

トンネル部
本線ボックス部

■道路のはたらき〈道路は私たちの暮らしに欠かせないさまざまな機能を持っています。〉

ひとくち
メモ

那覇空港自動車道（一般国道の自動車専用道路（国道506号））

一般部
22.0

2.5 2.57.0 7.03.0

橋梁部
20.5

1.75 1.757.0 7.03.0

標準断面図

小禄道路（延長約5㎞）豊見城東道路（延長6.2㎞）南風原道路（延長5.9㎞）事 業 の 手 順
S 6 2 . 6 . 3 0S 6 2 . 6 . 3 0S 6 2 . 6 . 3 0高 規 格 幹 線 道 路 指 定

H 1 . 8 . 8H 1 . 8 . 8基 本 計 画 決 定
H 2 . 7 . 1 7 H 2 1 . 5 . 1H 2 . 7 . 1 7都 市 計 画 決 定
H 2 . 1 1 . 1H 2 . 1 1 . 1整 備 計 画 決 定
H 3 年 度S 6 3 年 度事 業 開 始
H 5 年 度H 2 年 度用 地 買 収 着 手
H 8 年 度H 4 年 度工 事 着 手
H20.3.22  全線暫定供用H12.6.28供用完 成 供 用（ 予 定 ）

■事業の経緯

■計画の概要
延長事　業　名

5.9?南 風 原 道 路

6.2?豊見城東道路

（調査中）小 禄 道 路

連 結 施 設 名連 結 道 路 名連　結　位　置
西 原 J . C . T沖 縄 自 動 車 道西 原 町 字 池 田
南 風 原 北 I . C国 道 3 2 9 号南風原町字与那覇
南 風 原 南 I . C国道507号 BP南 風 原 町 字 山 川
豊 見 城 I . C県 道 ７ 号豊 見 城 市 字 平 良
豊見城・名嘉地 I .C国 道 3 3 1 号豊見城市字名嘉地

豊見城・名嘉地ＩＣ

小
禄
道
路
L=
約
5
km

　那覇空港自動車道は、那覇空港と沖縄自動車道を結ぶ道路として、昭和62年６月に指定された一般国道の自動車専用道路です。
　有料区間であった南風原道路は平成21年３月28日に無料化され、管理がNEXCO西日本から沖縄総合事務局南部国道事務所
に変わりました。現在、豊見城東道路の豊見城・名嘉地ICまで
全線暫定供用されています。

側道部
3.0 5.5

側道部
3.05.5

キロポスト
OKP

南風原
北I.C

はえばる

南風原
南I.C

はえばる

豊見城豊見城・名嘉地
I.C

2.7 3.5 3.2

5.1 1.9

1.9

4.6 1.8 5.8 5.1 8.5 2.7 2.6 3.2 8.2 9.2

5.6 10.2 12.0 17.8 22.9 31.4 34.1 36.7 39.9 48.1 57.3

5.6km
区間距離

とみぐすくとみぐすく なかち

I.C

那覇I.C
なは

西原
にしはら

I.C 中城P.A 北中城
きたなかぐすく

I.C 沖縄南
おきなわみなみ

I.C 沖縄北
おきなわきた

I.C 石川
いしかわ

I.C 屋嘉
や か

I.C 伊芸S.A 金武
き ん

I.C 宜野座
ぎのざ

I.C 許田
きょだ

I.C

西原
にしはら

J.C.T

那覇 下り線

上り線

許田

全てのエリアに、身障者用（駐車スペース）（お手洗い）が設置されています。

喜舎場スマート
きしゃば

I.C

　沖縄自動車道は、沖縄振興開発計画に基づき、本島の中南
部都市圏と北部の名護市とを結ぶ自動車専用道路として計画
されました。
　名護市からうるま市までの北部区間29.5kmは、沖縄海洋博
覧会が開かれた昭和50年に一般有料道路として開通しまし
た。また、うるま市から那覇市までの南伸道31.4kmは、高速自

動車道として、昭和62年10月8日に供用を開始し、併せて北
部区間が高速自動車国道に編入されました。
　沖縄自動車道は南北間における輸送時間の短縮、通過交
通と域内交通の分離及び国道58号を始めとする現道の交通
混雑の緩和、交通事故の減少や広域生活圏形成の促進、生
活環境の改善などに大きく寄与しています。　

1.高規格幹線道路
沖縄自動車道(高速自動車国道)

ハシゴ道路の構築
沖縄県における「道路のアンバランスな使われ方」や「那覇都市圏の深刻な交通渋滞」、「東西分断により沖縄自動車道ICへのアクセス性
の低下」等の交通問題を解消するために『ハシゴ道路』の整備を推進します。

1.現状と課題

2.『ハシゴ道路』の整備計画

○道路のアンバランスな使われ方

○4つの要素を基本に『ハシゴ道路』の整備を実施

○深刻な交通渋滞

①南北を走る強固な『3本の柱』
　～国道58号（西海岸道路を含む）、国道329号、沖縄自動車道～

②柱を支える『東西連絡道路』
　～基地跡地の活用～

③高速を使いやすくするICの増設
　～スマートICの整備～

④モノレールと高速バスの連携
　～シームレスな乗り換えの実現～

　沖縄県を縦貫する幹線道路は、交通容量
を超過する交通を処理するのに対して、沖
縄自動車道は交通容量に余裕があります。

　国道58号等に集中していた南北方向の交通需要が
分散されます。

　交通渋滞による渋滞損失時間が
4割削減できます。

○高速道路のICまでの
　アクセス時間短縮
　高速ICまでの所要時間の短縮により、高
速道路の利便性が向上します。（高速ICまで
10分で到着できる人口が39万人増加）

○深刻な交通渋滞
　沖縄県の渋滞損失時間の約6割が那覇都
市圏で発生しています。道路による抜本的
な対策が必要です。

○米軍基地による地域分断
　基地などによる地域分断から高速道路
の利便性が低下しています。新規ICの整備
等による高速道路の利用促進が重要です。

容量を超過する
交通が流入

容量に余裕が存在

交通容量

混雑していた国道から
交通が分散

約4割削減

39万人
増加

国道58号の
渋滞が解消

那覇都市圏に
渋滞の約6割が

集中！

国道58号と
高速IC分断と、

IC周辺道路で混雑が
発生！

●那覇市～西原町の断面交通量 ●キロ当たり渋滞損失時間（H19年）

①柱の強化

③スマートICの増設

●国道58号から沖縄自動車道ICへのアクセスルート

資料：H17道路交通センサス

国道58号 国道330号 沖縄自動車道 国道329号
国道58号
直近交差点

国道58号からの
アクセスルート
米軍基地

④高速バスとモノレールの
　連携強化

資料：交通量配分結果

現状

交通容量

●那覇市～西原町の断面交通量 ●渋滞損失時間の推移 ●高速IC10分到達人口の推移

はしご道路供用後

国道58号（百台/日） 西海岸道路 沖縄自動車道 国道329号

3.『ハシゴ道路』に期待される効果
○道路のアンバランスな使われ方の解消

②東西連絡道路の
　強化・追加

（万人時間/年） （万人）

モノレール 高速バス

沖縄・那覇空港自動車道

臨港道路

その他道路

直轄国道 沖縄都市モノレール

追加IC候補

道路の整備沖縄県の道路道路の計画沖縄県の道路


